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地域行事への参加や地域活動に取り組む学生・地域の方々
の取材を行い、情報誌「Volere！！」を作成しています。

上水内郡栄村に訪問し、自然環境や年中行事、地域の方の
想いに触れながら、地域とは何かを学んでいます。

小中学生の子どもたちに社会の仕組みを楽しく学んでもらう
「あるぷすタウン」の企画・運営をしています。

毎年８月に開催するすすき川花火大会の実行委員会（地域・
企業の方々）と協力し、企画・広報を行っています。

子ども料理教室の実施や食品ロス削減レシピの作成など、
「食」をキーワードに地域と関わっています。

大学近隣の児童センターでホッケー教室を行い、運動の楽し
さや仲間・道具・ルールの大切さを教えています。

今年度もVolere ! ! に掲
載するため、新村地区の
様々なイベント（新村地
区オープン大会でのふら

ばーるバレー、新の里ウォークラリー、ニュースポフェス）に参加さ
せていただきました。新村地区のイベントはとても楽しく、地域の
方と関わることができるとても良い機会です。私たちの記事から地
域活動に興味を持っていただければ幸いです。

栄村小滝地区の水路整
備の普請に参加しまし
た。枯れ葉や側溝に溜
まった泥、草などをみん
なで協力して掃除しまし

た。大変でしたが、小滝地区の方々と話しながらの作業はとても楽し
かったです。皆さんとてもあたたかく、丁寧に作業を説明してくださっ
たり、料理を振る舞ってくださったり、すごく充実した活動になりました。
また、一泊二日の活動だったため、プロジェクトメンバーとも深い交
流ができ、さらに活動意欲が高まりました。

第５回あるぷすタウンで
は、子どもたちに楽しん
でもらうだけでなく、学
んでもらうことも意識し

て企画を行いました。職業等の体験ブース運営だけでなく、子ども
たちとのアイスブレイクや半日ごとに振り返りの会を行い、学びを深
めてもらえるよう働きかけました。初めての試みでしたが、次回に
反省点を繋げていきたいです。

地域づくり考房『ゆめ』
の奨励制度を利用して、
灯篭の作成を一から企
画しました。灯篭自体の

デザインから試作を重ねて、地域の子どもたちにも灯篭に飾るイラ
ストを描いてもらい、個性豊かな灯篭が完成しました。花火大会当
日は暗い夜道を照らす道しるべとなり、通りかかったお客さんの目を
引くこともできました。

子どもたちが食べ物を大
切にするきっかけ作りと
して、新村児童センター
の小学生と料理教室を

行いました。包丁を使わずに簡単にできて、野菜を美味しく食べら
れるレシピと作業工程をメンバーで熟考しました。｢自分で作ったか
ら残さず食べる！｣ ｢家でも作ってみたい！」等の子どもたちの声を
聞けて、やりがいを感じました。

お世話になっている新村
児童センターで、夏に「松
本カップ」という大会を
開催しました。普段は学

年ごとに練習や試合をしていますが、松本カップでは学年混合での
試合だったこともあり、子どもたちも新鮮な空気感で楽しみながら
行っていました。私たちも子どもの笑顔を見ることができ、大会を
開催して良かったと感じました。

地区イベントへの参加

秋の普請

「学び」に重点

花火大会当日の灯篭設置

夏休みの料理教室

「松本カップ」開催

「ゆめ」編集

ええじゃん栄村

あるぷすタウン

すすき川花火大会プロジェクト

◎いただきます!!

キッズホッケー
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0～5歳の子どもが多くの人と触れ合う場、保護者同士の交
流の場として「こども広場」を運営しています。

障がいを持つ方々との交流を通して障がいへの理解を深め、
学内外に向けて情報発信を行っています。

小学生未満の子どもたちに、体を使ったゲームやレクリエー
ションを通じて体を動かす楽しさを伝えています。

更生保護に関わる地域の方や施設の方などと共に、少年院
の少年たちと交流し、成長の手助けをしています。

こども広場の開催内容が
ワンパターンになってき
たため、なぜ活動してい
るのかを改めて話し合い

ました。話し合いをした後は、内容は同じでも子どもの年齢ごとに
接し方を変えたり、保護者の方たちへの対応を考えたりと工夫する
ことができました。まだ行き届かない面もありますが、今後も活動
内容を見直しながら取り組みたいです。

今回、車イスで生活して
いる地域の方にもご参加
いただきました。多目的
トイレや大学生協の商品

棚の間は狭く、車イスで動きづらかったです。移動時はスロープの
斜面が急で、段差もひっかかりました。大学には来客もあり、生徒
の車イス利用もあると思います。現状では障害がある方は過ごしに
くい環境ではないかと感じました。

「キッズ」だけでなく、
保護者の方を巻き込むこ
とで子どもたちが安心し
て遊ぶことができまし

た。また、子どもたちが仲良くなるだけでなく、保護者の方も仲良
く話している姿が見受けられました。参加者だけでなく運営する私
たちも楽しくなれる素敵な活動であり、親子での絆も深まるとても
良い場であると感じています。

今年度は、岡谷・新潟の
ＢＢＳ会、伊那市雇用主
会の方もお招きしまし
た。より多くの団体と交

流できてクリスマス会が盛り上がったうえ、他団体の活動について直
接聞けたのは貴重な経験でしたし、繋がりも強化できました。他の
活動にも参加したいという話も出たので、チャンスを無駄にしない
ように活かしていきたいです。

こどもあそび隊

活動内容の見直し

学内バリアフリー調査

スクールの運営

少年たちとのクリスマス会

Sign

キッズスポーツスクール

松本ＢＢＳ会

地域づくり考房『ゆめ』では、学生たちが目的に応じて地域での活動へ自主的に取り組んで
いるグループを「学生プロジェクト」と呼んでいます。プロジェクトには、学生の興味関心や
趣味・特技がきっかけで始まったもの、地域の方が取り組んでいる活動に参加する中でプロ
ジェクト化したもの、地域の方と学生が協力して新たに立ち上げたものがあり、現在１２組が
活動しています。
今回は、各プロジェクトが今年度取り組んできた活動の中で、イチオシのものをご紹介します。
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地域の方々と協力して、クリスマスの時期を病院や施設で過
ごす子どもたちへ本を贈る活動に取り組んでいます。

新村地区の住民の方と学生の居場所作りを目指して、大学近
くの店舗を借りて週2回喫茶を運営しています。

贈呈先の一つである信
濃学園に伺いました。子
どもたちはとても楽しみ
にしてくれており、渡し

た本を大切に抱えている姿を見て、こちらも嬉しくなりました。本を
購入してくださった市民サンタの方々や、準備に携わった人たちの
想いを届けることができ、「人から人へ」というサンタ・プロジェクト
の基本理念を改めて感じました。

CoderDojoは7〜１７歳の子どもを対象にしたプログラミング道
場です。２０１１年にアイルランドで始まり、世界では１１０カ国・
２,０００の道場、日本には１９５以上の道場があります。
CoderDojo松本＠松本大学では、地域の方と学生が協力し、

プログラミング学習の場作りを行っています。

少年たちの更生保護事業に関わる松本ＢＢＳ会での活
動を４年間続けて、特に印象に残ったことが２つあります。
１つは更正保護の実態を知ったことです。普段の生活で
は知ることができない少年たちの気持ちや生活を、交流
を通じて知ることができ、更正保護の重要性を感じました。
もう１つは地域づくり考房『ゆめ』で活動する友人たちと
出会えたことです。色んな友人との交流によって、それ
ぞれの活動を知り、活動を続けていく原動力にもなりまし
た。４年間で得た経験を卒業後も活かしていきたいです。
４年間本当にお世話になりました。
� 総合経営学部　観光ホスピタリティ学科
� ４年　金子�千尋

一緒に運営している地域
の方は、通ってくる学生
が辛い時には相談に乗
り、良いことがあった時

には自分のことのように喜んでくれます。こうした温かい対応や気
持ちに、私たち学生はとても助けられました。より多くの学生に「人
と関わることの大切さ・良さ」に触れてもらいたいです。学生も地
域の皆さんも気軽にお越しください！

贈呈式への参加 地域の方との協働運営

サンタ・プロジェクト・まつもと 茶房「みすゞ 屋」

更生保護長野保護観察所長より感謝状授与

CoderDojo松本＠松本大学 活動紹介

これからの教育に「プログラミング学習の必修化」
があり、どこかで学びたいと思った時、６月に開催
された「Scratch�Day ２０１９」へ参加させてい
ただきました。それを機に、毎月１回本学で
CoderDojo松本＠松本大学を開催することにな
りました。この活動を通して、プログラミングを学
んでいく上での子どもとの関わり方や毎月行ってい
く責任感、協力してくださる方との信頼感など様々
なことを学んでいます。今後は一緒に活動する学
生を増やして、参加してくださる方々に楽しんでい
ただけるようなCoderDojo松本＠松本大学にして
いきたいです。
� 教育学部　学校教育学科　２年　宮尾�拓也


